
別紙 

旭市の病院事業（国保旭中央病院）の公営企業決算の取扱いについて 

 

 総合病院国保旭中央病院については、平成 28 年 4 月より自治体病院、国保旭中央病院

（以下「旧旭病院」）から独立行政法人総合病院国保旭中央病院（以下「独法旭病院」）に

法人格を移行しました。 

 

 独立行政法人への移行の際、旧旭病院時代の起債の償還金（以下「債務等」）については、

独法旭病院がその債務等を承継し、同法人の医業収益から債務等の償還を行うこととなっ

たことから、旧旭病院に係る事業（債務等の償還）については、平成28年度より公営企業

決算から除くこととしました。 

 しかし、債務等の償還は独法旭病院の医業収益から行われるものの、償還にあたっては、

市の会計処理を経由（独法旭病院からの償還金を一度市の歳入で引き受け、あらためて市

から債務等の償還として歳出処理を行う）することから、決算の取扱いについて、国と  

協議した結果、平成29年度決算より再び公営企業決算に復元することとしました。 

 

 平成28年度公営企業決算については、既に決算が確定しているため、修正を行いません

が、仮に平成28年度時も公営企業決算として取扱った場合、１の事業数、３の決算規模、

４の（２）の黒字赤字の事業数、６の（２）の企業債残高及び（３）の企業債元利償還金、

７の他会計繰入金は以下のとおりとなります。 

 

１ 事業数 
 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度 

病院 20 19 20 20 20 20 

合計 186 185 186 186 186 186 

 

３ 決算規模 
 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度 

病院 143,648 114,701 129,111 143,648 116,954 129,111 

合計 438,123 408,536 422,717 438,123 410,789 422,717 

 

４ 全体の経営状況  

 （２）黒字・赤字の事業数  
 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 28年度 29年度 28年度 29年度 

 黒字 赤字 合計 黒字 赤字 合計 黒字 赤字 合計 黒字 赤字 合計 

病院（法

適用） 

4 

(21.1) 

15 

(78.9) 

19 8 

(40.0) 

12 

(60.0) 

20 5 

(20.0) 

15 

(75.0) 

20 8 

(40.0) 

12 

(60.0) 

20 

総事業数 160 

(86.5) 

25 

(13.5) 

185 161 

(86.6) 

25 

(13.4) 

186 161 

(86.6) 

25 

(13.4) 

186 161 

(86.6) 

25 

(13.4) 

186 

  

 

 

 



６ 企業債 

 （２）企業債現在高 

 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度 

病院 93,019 71,465 103,561 93,019 94,506 103,561 

合計 1,099,644 1,054,193 1,062,704 1,099,644 1,077,235 1,062,704 

 

（３）企業債元利償還金 

 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度 

病院 10,826 7,581 9,995 10,826 9,834 9,995 

合計 103,762 100,101 100,795 103,762 102,354 100,795 

 うち利息 23,696 21,399 20,161 23,696 21,884 20,161 

うち元金 80,066 78,702 80,633 80,066 80,470 80,633 

 
７ 他会計繰入金 

 今回の決算報告 仮に28年度も公営企業決算として取扱った場合 

 27年度 28年度 29年度 27年度 28年度 29年度 

病院 19,184 17,163 22,994 19,184 19,416 22,994 

合計 74,508 73,216 78,382 74,508 75,469 78,382 

 


